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○評価委員会コメント 
 日本側の大腸菌遺伝子欠失ライブラリーと英国側の１細胞観察技術を連携させて抗菌
薬存在下で生残する菌の詳細な解析を進め、抗菌薬存在下で生残する菌に特徴的な２
種類の遺伝子欠損を明らかにしたことは評価でき、英国との共同研究が補完的であったこと
が認められる。 

しかしながら、研究計画にあるストレプトマイシン耐性能を獲得した菌株の作製ができな
かったため、これを用いた解析は実施されなかった。また、論文による成果発表や若手育成
およびキャリアパス支援の実績については、報告書からは読み取れなかった。今後も英国と
連携し、共同研究の継続によって、遺伝子欠損と薬剤耐性下での生残メカニズムの解析
に進めば耐性菌対策に資する成果が期待できる。 
  


